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東日本大震災、原発事故―被災者支援そして復興   

日頃より、温かいご支援・ご声援に心より感謝申し上げます。 

また、このたびの東日本大震災で被災された方々に、心からお見舞いを申し上げます。 

未曾有の東日本大震災。つくば市でも大きな被害がありました。私たち公明党つくば市議団

では、真っ先に被害状況の確認に歩き、情報の発信をしました。又、災害義援金、支援物資の

提供、避難所への支援などに取り組んできました。 

公明党は現場第一主義で行動します。「 一番近くで、動く、働く 」 

防災体制・支援施策・弱者対策など３３の事項

にまとめ、市に要望いたしました。 

（５月６日）
今年４月に改編されたつくバス・つくタクの路

線調査を行い、皆様の声と共に２０項目の要望

にまとめ、提出いたしました。 

（５月３１日・６月３日）

公明党政調会長の 

石井啓一衆議院議員

（つくば市在住） 

に筑波山観光の現状

と声を聴いていただ

きました。 

（６月１８日） 
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暑中お見舞い申し上げます。 
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【６月議会 

ダイジェスト】 
 

◆「原発事故収束・ 

エネルギー政策転換を 

求める意見書」 

を採択しました。 

 

◆ 議会インターネット中継

を９月議会から 

スタート！します。 

開かれた議会目指し 

第一歩！ 

社会教育の拠点から生涯学習の拠点へ、行政側の視点から市

民の側の視点へと変化させ、更に地域のための拠点としての役割

を見直すとのことですが、市民にとっては、「施設名称が変わっ

た」「使用料金が発生した」ということしか実感できないのが現

状です。 

市民への丁寧な説明、意見を聞いて一緒に取り組みなが

ら変化させていくプロセス、そして何よりも職員の意識変

革・準備が十分でなかったのではないかということを指摘し、今

後の取り組みについて質問しました。 

⇒（市答弁）利用者意見交換会を今夏、開催し、市民の皆さんの意

見を聞きながら取り組んでいきたい。 

 発達障がいの支援には、関係機関（保健福祉部・教育委員会・医

師）の連携と、サポート体制を作りあげていくことが重要です。平

成２２年１２月議会での質問後の取り組みについて質問しました。 

 ⇒（市答弁）今年度より、臨床心理士による発達障害相談を 

開設。今後も、関係機関との連携を深め取り組んでまいりたい。 

 

発達障がいの診断そのものは医師がします。また、最後は就労が大

きな課題になってきます。周囲や教師の理解も必要です。 

相談支援ファイルなどの取り組みを含め、今後も支援体制づく

りを進めていただきたい。 
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【一般質問項目】 
 
１.緊急時の情報連絡体制

の整備（特に防災行政

無線の整備）について 
 
２.子育て総合支援   

センターについて 
 
３.発達障がい支援 
       について 
 
４.女性特有のがん検診 

について 
 
５.地域交流センター    

基本計画について 
 
６.学校給食について 

6 月議会 こんな質問しました！  

 

このたびの震災では、一番懸念されていた電気の供給と通信手段を

失いました。災害発生時に、いち早く正確な災害情報や避難場所、ラ

イフラインについての情報を伝え、安心感を得ることが最も重要で

す。行政としては、災害発生当初の混乱防止が一番大事で、その

後の対処に大きく響きます。 

 

人はなぜ混乱するのか…「いつまで続くのか」「どこへ行けばいい

のか」「どこに聞けばいいのか」                

わからないということが混乱の原因だと言われています。 

 

広報車で回れる程度であれば非常時ではありません。しかも今回は

燃料（ガソリン）不足の問題もありました。 

 

東京では、御蔵島を除く全市町村で、同報系の防災無線

を整備し防災本部長である首長の第一声を、一斉に周知させようと

しています。非常時に公用車を使用するなど論外だとしていま

す。しかも、滞在者といわれる、通勤者・通学者への情報伝達方法と

しているとのことです。 

 

また、今は、防災ラジオの併用で情報伝達網を網羅している

事例も多く見られます。 

 

つくば市では、茎崎地区のみ茎崎町時代からの継続で、防災無線が

整備されています。土浦市では、長い間の検討の末、ちょうど震災直

前に整備したところで、その必要性が立証されました。 

 

同報系防災無線の整備と、戸別受信システム、防災ラジオとして

のラヂオつくばとの提携など早急な情報伝達体制整備をはかるよ

う質問しました。 

 

⇒（市答弁）全市内設置には６００基ほど必要になります。地域

性を考え、優先順位をつけ、筑波地区から順次検討していきた

い。 

ラヂオつくばとは今回も防災ラヂオとして委託契約しました。 

今後もよく検討していきます。 
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つくば市の国民健康保険加入世帯数は、市の全体の世帯数の約３０％（２８，８５８世

帯）。被保険者数は全体の人口の２５％（５２，８１７人）になります。 
 
国民健康保険税は、国からの国庫交付金や保険税などだけでは不足する分について、一般会

計からの繰入金で補てんしています。 
 
つくば市は医療環境も充実していることから、医療費は年々増加しています。赤字補てん額

は、ここ数年、１億円ずつ増加し、２３年度は７億円を超える状態でした。これは、被保険者

１人あたりの補てん額にすると約１３，５００円となり、全国平均１人あたり約１万円より、

かなり高くなってしまいます。 
ですので、赤字補てん繰り入れを全国平均 1人あたり約 1 万円程度にし、繰り入れ総額につ

いては２２年度より１億４００万円増で、５億２，５００万円とする取り組みをした上で、残

りの分について加入者に負担してもらうというものです。 
 
 

項   目 平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度 

国保世帯数 28,858 28,152 26,792 

被保険者数 ５２，８１７人 ５２，３２０人 ５０，７１３人 

保険給付費 11,613,186 千円 11,349,388 千円 10,548,280 千円 

 前年度比較 263,798 千円増 801,108 千円増 50,489 千円減 

 伸び率 ２．３％ ７．１％ －０．５％ 

赤字補てん額 525,724 千円 421,342 千円 362,596 千円 

 
 
一般会計からの繰入金を増やして値上げしないように、との声もありますが、不足額のすべ

てを一般会計から繰り入れることは、何らかの市民サービスの中止・縮小につながります。ま

た国民健康保険に加入していない他の７割の世帯の市民（共済・組合保険加入者）との税の公

平性を欠くことにもなってしまいます。 
 
今回の５年ぶりの改定は、１人当たり年間平均３，３００円の引き上げになります。 

一番懸念された低所得者（国保加入者の３割）の保険税については、年間３００円の引き上げ

となるよう負担軽減しています。22 年度にもすでに低所得者に対しては、保険税軽減制度を改

定し、６割４割軽減から、７割５割２割軽減へと負担軽減を図りました。 
 
保険税が高くなり、加入者の負担が増えることは、決して望むものではありませんが、市民

が安心して医療にかかれるように医療費に見合った収入を確保し、国民健康保険制度の維持を

していく必要があると考えます。今回は、一般会計からの繰り入れ増額を行いつつ、低所得者

世帯への最大限配慮をした改定であると判断し、公明党としてやむを得ず賛成いたしました。 
 
 
最後に、市民に配布されたチラシの中で、市民の不安を必要以上にかきたてるような書き込

みがありますが、今後、市民へのわかりやすい説明を市に要望してまいります。 
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私たち公明党つくば市議団では、震災後、真っ先に被害状況の確認に歩き、ＦＡＸ・ブロ

グ・メール・Ｔｗｉｔｔｅｒなどを通し情報発信をしました。また、災害義援金、支援物資

の提供、避難所への支援、被災地へのボランティアなどに取り組んでまいりました。 

その中で、具体的な課題を防災体制・支援施策・弱者対策など３３項目にまとめ、    

５月６日につくば市へ要望いたしました。 

特に今回の大震災発生後のつくば市における対応について、 
早急に検証し、「つくば市地域防災計画」について見直しを行うことが必要です。 

 
①【地域防災計画の早急な見直し】 
  実際に役立つマニュアルを！ 
 
②【国・県・市内研究機関との連携体制】 
  つくば市の知の利を活かす連携を！ 
 
③【防災情報の伝達について】 

  緊急時の第一報・情報をどう伝えるのか 

 

④【避難所について】 

  避難所はどこ？誰が受け入れてくれるの？ 

 

⑤【災害時要援護者対策について】 

  高齢化社会で、考え直していかなきゃならないですね。 

 

⑥【市民や地域の防災力向上について】 

  いざという時は、隣近所が一番大事！ 

 

⑦【住民生活支援等について】 

  被害から立ち直るために、こういう時こそ援助が必要！ 

 

⑧【県外からの避難者支援について】 

  避難所だけでなく、就労・生活支援まで考えていきたい。 

 

⑨【公共施設やライフライン関連設備の耐震化・老朽化対策について】 

  公共施設も３０年以上経ち、長期計画でしっかり見直し・対策を！ 

 

⑩【更なる防災体制構築のための基盤整備について】 

  職員の「危機管理意識」育て、人事体制にも反映を！ 
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山本みわプロフィール 

・・・・・・・・・・・・・

 

1969 年東京都練馬区生まれ 

創価大学教育学部児童教育学科

卒業

公明党つくば支部副支部長 

つくば市議会議員１期 

文教福祉常任委員会委員 

安心安全調査特別委員会副委員長

議会改革調査特別委員会委員 

 

国民健康保険運営協議会委員 
学校給食センター運営審議会委員

 

元松代小学校父母と教師の会会長

 

【生活信条】「笑顔と感謝」 

【趣味】楽器演奏（ピアノ、 

打楽器、リコーダー）

【家族】夫・一男一女・母の 

5 人家族

・・・・・・・・・・・・・

〒305-0035 

つくば市松代２－２１－１０

℡＆Fax 029-854-7676

Email：
miwa_tsukuba@ybb.ne.jp 

"ブログ・ツイッターにて日々の 

活動報告をしています。 

ぜひご覧ください" 

        ↓ 

山本みわ 議員活動日記 

http://miwa.livedoor.biz/ 

 

ツイッター 

miwatsukuba 

6 月の活動 

・ ・・・・・・・・・・・ 

6 月 1 日 議会開会 

    ３日 公明党市議団つくバスつくタク調査

第２弾 

  ４日 公明党茨城県本部大会 

  ５日 東日本大震災復興支援イベント 

（上野公園）

  ６日 発達障害支援について懇談 

７日 自治基本条例勉強会 

        （千年一日珈琲焙煎所）

９日 本会議（一般質問） 

１０日 本会議（一般質問） 

１１日 自治基本条例学習会 

           （市民ネット主催）

１３日 本会議（一般質問、議案質疑） 

 １４日 文教福祉常任委員会 

１５日 公明党つくば支部大会 

１７日 児童擁護施設訪問 

１８日 公明党つくば市議団 

       筑波山観光現状調査 

２０日 議会最終日、採決 

２１日 つくカフェ・マム 

        （テーマ：障害児支援） 

２５日 筑波子どものこころのクリニック 

        内覧会（つくば市大角豆）

２６日 自治基本条例地区別ワークショップ

             （谷田部地区）

２７日 公明党第６総支部議員会（下妻市）

２９日 つくバス・つくタク要望書提出 

・交通政策課意見交換会 

    自治基本条例ＷＴ傍聴 

３０日 放射能汚染から子どもを守ろう＠ 

守谷「放射線リスク講演会 

研学まちづくり検討会傍聴 

 

上記以外は挨拶まわり、ご要望・ご意見を

伺ったり、市民相談、さくらんぼ通信配布、

街頭活動、地域活動などしています。 

さくらんぼ通信の〝さくらんぼ

は私のトレードマークにしてい

ます。『あなたとわたし』そし

て、私の大切な『2 人の子ど

も』と常に一緒に…そういう思

いを込めました。 

 


